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木材によるインスタレーションの展覧会が、今年で 4
回目を迎えた。今年のテーマは、「増殖 multiplicationJ 
である。
まず今回は、ここに至るまでの経緯が、重要な意味を
持っているので、 そこから話を進めて行くことにする。
この展覧会を行う3ヵ月前に、「ぼくはペニスを花束に
したいんだ一科学者のポケットにAR Tを入れよう －J
というユニークなタイトルのグループ展が関かれ、それ
に参加した。 いま核実験が問題になっているが、その核
を作り出す科学者のポケットの中身を、アートにすり替
えてしまおうというテーマの下に10人の作家が作品を出
品した。 つまり、アートを媒介にして今の核を巡る状況
を変容できないかという問い掛けに対する提示である。
ここで私は、ひとつの解答として、“莢”を作った。な
ぜ“莢”かというと、以下のとおりである。
人間の愚行によって、環境破壊が進み、次世代の生命
が危機に瀕している。 マメヂ｜の；槌物が、子孫である種ず
を“爽”で守っているように、伎の問題を合むlit界中に
広がるあらゆる “暴力”から、次世代の生命を守るため
に、その象徴として“爽”を選んだのである。
この“焚”は、 長さ 1980mm幅30mm/!;l さ 10mmの杉
材 16本で併成されたもので、最大筏300mm 全長
1980mmの中身のない紡銭形をしている。
もう少し詳しく構造を解説すると、その構造は、合板
で ¢ 300mm のドーナツ状のフレームをイ乍り、そのフレ
ームの外周に上記の杉材の中央部を木ネジで留めてゆ
き、その両端を絞りこんで、杉材のしなりで、紡錘形を
構成する。絞りこんだ両端の16本のうち 8本を、端薗に
テーパーをつけた八角形の合板に固定する。 残りの8本
は、固定する｜努に聞に差し込んでゆく 。 このようにして、
16本の杉材で櫛成された紡錘形の“爽”が出来上がる。
このときの展示では、この”爽”を 3体作り、それぞれ
を結合する部品によってひとつの作品として、縦位置と
し自立させた。
中身を敢えて~つぼにしたのは、見る人に守る（包む）
べきものは何かを再認識してもらうためである。 守る
（包む） べきものを再認総してもらうことによって、平
和への希求が高まることを期待している。
このような考えの下で制作した“爽”をペースにして、
「場殖 multiplicationJ というテーマのインスタレーシ
ョンへと展開していった。
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最近では、地球温暖化という問題よりもさらに深刻な、
環境ホルモンと呼ばれる内分泌撹乱化学物質の泌響のほ
うが、環境問題最大の恐怖となっている。 人聞が作り出
す化学物質が、人間自身を含む地球上の生命に異変をも
たらしている。 このことと向じように、生命の摂理にま
で人間が足を踏み入れている問題として、クローン実験
をはじめとする遺伝子組み換え操作がある。 動物では、
いくつかの実験炉ljに留まっているが、織物レベルでは既
に、品質を確保するために、遺伝子組み換え操作をして
育てたトウモロコシや大豆を使った食1拡が、世：に出回っ
ている。 これらの食品を摂取した生物への影響は、まだ
わかっていないが、環境ホルモンと同じように、なんら
かの影響を及ぼすであろうと思われる。
この遺伝子総み換え操作のように、生命の不可侵の部
分にまで人間が足を絡み入れたことへの警告の苦：を込め
て、会場に多数の“爽”を吊した。 会場の空間との関係
から、計19体の“決” が、水平に閉じ向きで吊されたが、
ほほ中央に位慨する“爽”だけが、内部に絞（穂子）を
もったこ電構造になっている。 つまり ζれが、次の世代
に本来の生命の情報を伝えることのできる“爽”なので
ある。 他は、内部が空厳な言わばクローンで、その核を
もった“焚”から嶋舶しながら拡散してゆく 。 このこと
は、外観は伺じ形態に見えても、中身のあるものは数少
なく、中身のないものだけが増え続け、世の中に氾濫し
ているのではないかということを暗示している。更には、
核をもたないクローンが、増え続けることによって、次
世代の存続そのものが危ぶまれることをも連想させる。
この展覧会と同時期に、二つの別の展覧会が開催され、
クローンの“焚”を出品し、 会場の外へと増殖すること
ができた。 更に現在も計磁を進行中であるが、この会場
を中心として、交渉しながら展示可能な場所を見付け、
クローンの“爽” を噌泌させている。 これは、気付かな
いうちにクローンの侵食が進んでいるのではないかとい
うことを、手・遅れにならないうちに、気付いてもらうた
めの行為である。 これは何も、生命間だけの問題ではな
く 、 オリジナルとコピーという問題に置き換えても、言
えることである。 いまや何が本物で、何が複製なのか、
区別することが困難になってきているから…。
そして、クローンの“爽”｛ま、今もなお増殖中。
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